
第３学年 道徳学習指導案 

日 時 令和３年１１月５日（金） 

場 所 ３年 組教室 

授業者  

１ 主題名 寄りそう中で 

２ 資料名 加山さんの願い 

３ 主題構成表 
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■内容項目  

C－（１２） 

社会参画の意識と社会連帯の自

覚を高め、公共の精神をもってより

よい社会の実現に努めること。 

■内容項目から見た生徒の実態 

・仲間と協力して一つの目標を

成し遂げ、それに連帯感や達

成感を味わうことができた生

徒が多い。お互いの思いや願

いを尊重しながら生活してい

くことの大切さを実感するこ

とができている。 

・地域との関わりは増えてきて

おり、日常的に挨拶をするこ

との大切さや人との関わりを

大切にしようとする心情をも

てるようになっている。しか

し、地域社会にとって自分が

どう関われているか、どう社

会参画するとよいかというこ

とに思いは至っていない。 

・地域資源回収や、学校の生徒

会が中心となって活動してい

るアルミ缶回収や切手回収に

参加できている。 

■要因 

・「スポーツの集い」において、

人の思いを考えたり応えたり

することの大切さを学んだ。 

・ボランティア活動は大切であ

ると感じてはいるが、大人が

リードしていく意識が強い。 

■価値の分析 
・地域社会とのつながりは、自らの役割
を自覚したり、そのコミュニティで役

に立てたりすることで強くなる。地域

での活動で、地域社会に生きる１人と

して関わるとともに、地域に支えられ

ている実感を得ることで貢献し、支え

合おうとする意識が培われる。 

・現代社会では人間関係が希薄になっ

ており、他者に対する配慮を欠いた

り、自己中心的な考えに至ったりする

こともある。自分勝手な言動をよくな

いと思う心が内面にあるが、誰もが臨

むよりよい社会の実現に向けて地域

社会に参画する意義を感じることが

できる。 

・地域の中で自分の役割に気付くこと

や、そうすることで地域での助け合い

の精神が育まれることに気付かせた

い。 

 また、地域社会のコミュニティをより

よいものにするために、互いに助け合

い、励まし合うことが必要であること

に気付かせたい。 

■資料の分析 

・地域のご老人のために「何かを

してあげたい」と感じる加山さ

んが中井さんと関わる中で「し

てあげる」のではなく、地域の

一員として共に支え合うこと

が大切だと気付く資料である。 

・加山さんは、ボランティアは

「してあげること」と捉えて活

動に取り組んでいる。何かをし

てもらうことが嫌いな中井さ

んに断られ、腹を立てる加山さ

んの心情に共感させつつ、地域

と共に支え合って生きていく

ことが大切であることに気付

かせたい。 

・これまでの自分たちのボラン

ティア活動にどのような考え

で取り組んでいたか振り返ら

せたい。また、地域社会におけ

る自分たちのボランティア活

動は地域の活性化や施設を充

実させるだけでなく、地域と自

分とのつながりを作り出すも

のであることや、互いに助け合

うことが重要であることに気

付かせたい。 

 

■ねらい 

主人公のボランティア活動をきっかけに社会連帯の必要性に気付き、地域社会の一員としてよりよい社会を

築こうとする意欲を育てる。 

■展開の構想 

・これまで自分が行ったことがあるボランティア活動を問い、自分の

活動を振り返る。 

・中井さんに腹を立てる気持ちを考えさせることで、ボランティアを

「してあげている」という主人公の気持ちに共感させる。 

・ボランティア活動はお互いに支え合うことが必要であることに気

付き、地域において進んで関わりを持とうとする意欲を高める。 

・地域でボランティアを行っている方のお話を聞き、地域とのつなが

りによって、互いを守ることができることを知り、ボランティアや

日々のつながりが防災にも関わることに気付く。 

・授業を通して意識の変化を確認し、普段の生活で大切にした

いことをまとめる。 

 

■基本発問（◎中心発問） 

○これまでどんなボランティア活動に取り組んで

きたか。 

○すごすごと帰る加山さんはどんな思いだっただ

ろう。 

○加山さんの肩の力みが抜けて楽になったのはな

ぜだろう。 

◎資料を読んで、地域社会の一員として支え合っ

て生きるために大切なことは何だろう。 

○地域社会で自分が役に立てることはどんなこと

だろう。 

 



■ふるさと大垣科 

「地域防災」 

・「助けられる中学生から

助ける中学生に」という

視点で、HUG や DIG の

学習を通して避難所の開

設や運営の仕方を学び、

社会連携や社会参画の仕

方を理解する。 

■日常生活 

<挨拶> 

・学校での挨拶の活性

化が地域でも生き、

地域の方々にも進

んであいさつをす

ることで、関わりを

強くすることがで

きる。 

<ボランティア活動> 

・資源回収や切手回収

を通して、自分たち

の行っているボラン

ティア活動が地域の

役に立っていること

を自覚する。また、自

分にできる簡単なこ

とで助かっている人

がいる事実を知るこ

とができる。 

<ＭＳＪリーダーズ> 

・ＭＳＪリーダーズの

取組を通して、マナ

ー改善や事故防止

などを呼びかける

ことで、地域とのつ

ながりを生むこと

ができる。 

 

■教科 

<社会科の学習> 

・公民の学習を通し

て、よりよい社会を

作っていくのは自

治体の力だけでな

く、自分たちの社会

活動の参加も重要

な要素であること

に気付く。 

 

・実際に起きた災害を

見ると、助けられる

だけでなく、自分で

備えなければいけな

いという意識が生ま

れる。 

 

・災害について知り、

特に自分の住む地

区での浸水の被害

や、避難の仕方、避

難所の運営の仕方

についてまとめる。 

・避難所までのルー

トを確認し、家族や

地域の中に１人で

移動できない人を

確認する。 ■地域奉仕活動 
「資源回収・地域防災訓練や清掃

活動・一家庭一ボランティア」 

・地域の方とのふれあい

を通して、その温かみを

感じるとともに、地域に

貢献できる自分を自覚

することができるよう

にする。 
・ボランティアの活動

が、地域の支えにな

っていることが分か

った。様々なボラン

ティアに取り組みた

い。 

・これから、ボランテ

ィア活動以外でも地

域との関わりをもて

るようにしたい。 

■総合的な学習 

「防災力の高い街づくり」 

・地域の特性を知り、防災

のために自分ができる

ことを考える。また、防

災の「共助」の面でも中

学生である自分たちの

力で地域の被害を抑え

られることを知る。 

・地域の人との関わ

りにより、ボランテ

ィアは互いの助け

合いが必要である

と気付く主人公に

共感することで、地

域へのよりよい関

わり方を考えられ

るようにする。 ・防災は個人の意識だ

けではなく、積極的

な社会連携が必要。

中学生の自分たちに

できることをして、

支え合って災害を乗

り越えなくてはいけ

ない。 

 

・資源回収を通して、

地域、学校の活動や

生活を豊かにする

事実を伝える。 

・資源回収で地域の

人と関わりを持つ

ことで感じたこと

などを生活の記録

にまとめる。 

・資源回収は自分たち

の学校生活や地域

の生活をよくする

ための活動だから

頑張りたい。 

・自分たちの活動が具

体的にどんな役に

立っているか知り

たい。 

■道徳の時間 

「加山さんの願い」 

内容項目 Ｃ－（１２） 

・主人公のボランティア活

動に対する心情の変化に

ついて話し合うことを通

して、自分の地域に対す

る関わり方を見つめ、よ

りよい社会を築こうとす

る意欲を育てる。 

・災害を乗り越える

ための街の設備だ

けでなく、地域との

支え合いの視点か

ら互いを守り合う

ために必要なこと

を考えられるよう

にする。 

４ 道徳の時間(本時)と他の教育活動との関連 

＜場の内容・ねらい＞                ＜生徒の意識＞      ＜指導・援助＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北中学校 人権の五観点】     行為   言葉   礼節   責任   呼応 

 



５．本時の展開 

 

導

入 

 

 

 

１．価値に関わる自分の行動や考えを振り返る。 

○これまでどんなボランティア活動に取り組んでき 

たか。 

・地域資源回収→地域や家庭の手伝いの感覚で参加

した。 

・生徒会主体のアルミ缶回収や切手回収→生徒会の

取り組みに自分も応えたい。 

・大垣祭クリーン作戦→祭り会場をきれいにしたい。 

・ボランティアに対する学級の意識を確認し、自分の

取り組み方を振り返えさせる。 

・どんな思いで取り組んできたかを問うアンケート

の結果を提示する。（タブレット使用） 

・学校や地域、家庭が中心となっている視点を与え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開

前

段 

 

 

 

 

２．資料「加山さんの願い」を読んで話し合う。 

 

○すごすごと帰る加山さんはどんな思いだったのだろう

か。 

・なんであんなに怒っているのだろう。 

・わざわざ訪ねてやっているのに、ひどい言い方だ。腹が

立つ。 

・せっかく身の回りの世話をしてあげようというのに、あ

んな言い方はないだろう。 

・善意でやっているのに感謝されないのはむなしい。 

 

○加山さんの肩の力みが抜けて楽になったのはなぜだろ

う。 

・感謝されて嬉しかった。 

・たくさん話して、中井さんのことが分かってきた。 

・中井さんと友達のようになれて嬉しかった。 

・してあげることより、相手を思うことが大切であること

に気付けた。 

 

◎資料を読んで、加山さんが地域社会で生きる一員とし

て、互いに支え合っていくために大切なことはなんだろ

う。 

・相手を大切にすること。 

・自分の思いだけでなく、相手を尊重して関わり合うこと。 

・相手の立場に立って考えた『つもり』ではなく、『真に』

相手の身になって考える」ことが大切。 

・今までボランティア活動の本当の意味を間違っていたの

かもしれない。 

・中井さんに厳しく言われて帰る加山さんの心情に

ついて考えさせる。 

・中井さんにどういう思いで接していたかを問いか

けることで、何かをしてあげたいという意識が働

いていたことに気付かせる。 

・加山さんのボランティアに対する意識が自分本位

なものであることに気付かせる。 

・義務感や押しつけではなく、相手の気持ちを捉えら

れるようになった加山さんの心情の変化を捉えさ

せる。 

・地域住民の１人としての素直な関わりをもつこと

で、相手の立場に立って考えるようになった加山

さんの変化に気付かせる。 

・ボランティアなどを通して作られるつながりが、地

域社会において助け合う関係を築くことにつなが

ることに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

展

開

後

段 

 

 

 

 

 

 

３．本時の学習を振り返る。 

・地域でボランティアを行っている方のお話を聞き、 

地域社会で自分たちが役に立つためにはどうする 

とよいか考える。（ゲストティーチャーの話を聞 

く。） 

 

・災害が起こった時だけではなく、日常生活から学校 

の仲間や地域の人との関わりを深めていきたい。 

・ボランティアを受ける人と同じ目線で接すること

が大切だ。 

・「助けられる中学生」から「助ける中学生」になる

ために、これからももっと進んで地域と関わって

いきたい。 

・私たちの町にもこうやって誰かのために動いてい

る人たちがたくさんいたんだ。自分もその一員に

なって社会参画していきたい。 

・地域でボランティアを行っている方に、「地域防災」

「見守り隊」など活動から感じる社会連帯のあり

方についての視点で話をしていただく。 

・これからの生活で、地域との関わりで大切にしたい

ことをワークシートに記入させる。 

・ボランティア活動の本当の意味についても考えさ

せる。 

 

終

末 

４．東日本大震災で、中学生が地域の防災のために動

いた記事を紹介する。 

・地域との関わりがあったからこそ、自分だけでなく地域

を守ることができたことに気付き、普段何気なく行うボラ

ンティア活動がそのきっかけになることをおさえる。 

【評価の視点】 

ボランティア活動をする人は、受ける人と同じ

目線で接することが大切であることに気付き、社

会の一員としての役割や責任を果たすために、今

後のボランティア活動や地域の活動に積極的に

参加していきたいと考えている。 



 


